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〈宮地嶽古墳出土大型頭椎大刀の復元研究〉
木製鞘の復元

 藤安将平　（記録：金 跳 咏）

１．木材の準備
日時：2013 年８月 16 日
刀身が完成されていくにつれて鞘と柄の製作を始めた。鞘と柄はヒノキで造ることにした。

⑴ 刀身の大きさ（2500×90×31mm）に合わせた木材を 2 つ準備し、鉋を掛けて表面を整え
た（写真１）。
⑵ 刀身を木材の内側に当てて、線を引いてしるしをしておいた（写真 2）。
⑶ しるしをつけた木材の内側を鑿で削り出した（写真３～９）。

日時：2013 年８月 31 日
⑷ 刀身を当ててながら、木材の内側を滑らかに整える（写真 10）。

写真５　鑿と木槌と鉋 写真６　鑿で削り出す

写真１　鉋を掛ける 写真２　しるしをする

写真３　鑿で削り出す 写真４　鑿で削り出す
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日時：2013 年９月２日
⑸ 内側を削った２つの材を重ね、鞘の形にする。刀身を鞘の中に入れたり抜いたりして、調
整する（写真 11）。
⑹ 木材の収縮による歪に対応するため、２つの木材の接着は木表同士を合わせた（写真12）。
⑺ 鞘から刀身を抜く時、少しきついくらいの状態で（図 13）、5 日間、鞘を万力で仮止めして
おいた（写真 14）。

写真１１　調整する 写真１２　調整する

写真７　内側を鑿で削り出す①

写真１３　調整する

写真８　内側を鑿で削り出す②

写真１４　鞘を万力で仮止め

写真９　内側を鑿で削り出す③ 写真１０　内側を滑らかに整える



－ 281 －

２．型の製作
日時：2013 年 9 月 3 日

⑻ 鞘の丸みが一定になるように、型を製作した（写真 15）。
⑼ 銅板を図面に当てて、鞘の断面形状を写し、鋏で銅板を切った（写真 16、17）。
⑽ ヤスリで型のバリを取って型を完成した（写真 18）。
⑾ 型は鞘と柄の 2 つを作った（写真 19）。

 ３．木材の接合
日時：2013 年９月６日

⑿ 鞘、柄に使われる木材の接着には「そくい」を使った（写真 20～22）。
⒀ そくいはご飯を木のへらで押し潰して作った接着剤である。

写真１５　ケガキ作業 写真１６　銅板を切る

写真１７　調整する 写真１８　ヤスリで仕上げる

写真１９　鞘と柄の型
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日時：2013 年９月７日
⒁ 鞘を縛っておいた紐を解いて、最後に鞘の内側を整えた（写真 23）。
⒂ 鞘の接着部分にそくいを塗って、２つの材を重ねて接着（写真 24～27）。
⒃ そくいで接着した鞘を、さらにしっかりと接着させるため、紐を交差するように縛った（写
真 27）。
⒄ そして、鞘との間に楔を打ち込んで締め、その状態で１日おいた（写真 28、29）。

写真２３ 写真２４　そくいを塗る

写真２５　そくいを塗る 写真２６　そくいを塗る

写真２０　飯粒 写真２１　飯粒を木のヘラで押し潰す

写真２２　出来上がったそくい
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４．鞘の仕上げ
日時：2013 年９月８日

⒅ 縛っておいた紐を外す。
⒆ あらかじめ、造っておいた型を使って、端面に鞘の断面を描き写して（写真 30、31）、
⒇ 鞘の外側を鉋で削る（写真 32、33）。
� 長さがあるため、特別に製作したウマと呼ぶ台の上に鞘をかけて削る（写真 34、35）
� 外側の丸みを型で確認しつつ削る（写真 36）。

写真２７　紐を交差するように縛った 写真２８　くさびを打ち込む

写真２９　１日置く

写真３０　紐を外す 写真３１　断面を描き写す

写真３２　鞘の外側を削る 写真３３　鞘の外側を削る
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日時：2013 年９月 10 日
ある程度外側の丸みが出来たら、鞘の先端を整える。

� 図面から鞘の先端を写し取り（写真 37、38）、
� 鋸と鑿で成形する（写真 39～42）。

写真３６　鞘尻側を削る

写真３９　成形する 写真４０　成形する

写真３４　ウマにかけて削る

写真３７　図面から写し取る

写真３５　外側を削る

写真３８　鞘の先端の形
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日時：2013 年 9 月 12 日
� 鞘の表面を整え、完成させる（写真 43、44）。

写真４３　鞘の表面を整える 写真４４　鞘の表面を整える

写真４１　成形する 写真４２　鞘の先端が完成する
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